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一
、
表
白
集
の
編
纂
活
動
－
院
政
期
の
類
崇
文
化
の
中
で
－

（1）

院
政
期
の
言
語
文
化
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
営
為
の
一
と
し
て
、
文
学
作
品
や
聖
教
の
《
類
緊
》
活
動
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。

仏
事
の
法
会
に
お
い
て
宣
読
さ
れ
る
表
白
文
も
、
個
々
の
文
章
が
集
成
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
院
政
期
の
類
衆
運
動
の
一
貫
と

し
て
《
表
白
集
》
の
編
纂
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
江
匡
房
の
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
等
に
見
ら
れ
る
施
主
（
願
主
）
サ

イ
ド
の
『
願
文
集
』
編
纂
活
動
に
対
応
し
て
、
導
師
を
勤
め
る
寺
院
側
の
要
請
に
基
づ
き
、
中
世
に
は
実
に
数
多
く
の
『
表
白
集
』
が
編
ま

れ
た
。
そ
の
活
動
を
宗
派
・
門
流
に
注
目
し
て
整
理
を
試
み
れ
ば
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

自
軍
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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天
台
宗
山
門
派
に
関
わ
る
文
献
と
し
て
は
、
ま
ず
学
界
に
お
い
て
夙
に
注
目
さ
れ
た
、
天
台
宗
の
澄
憲
・
聖
覚
祖
子
に
よ
る
安
居
院
流
の

（2）

唱
導
文
献
が
あ
る
。
金
沢
文
庫
保
管
の
『
吉
泉
集
』
を
は
じ
め
と
し
て
『
転
法
輪
砂
』
や
『
風
光
紗
』
、
『
讃
仏
東
砂
』
等
は
要
句
、
秀
句
の

類
を
抄
出
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
叡
山
文
庫
蔵
『
澄
憲
作
文
集
』
や
醍
醐
寺
蔵
『
表
白
集
　
澄
憲
』
も
平
家
物
語
の
成
立
論
な
ど

（3）

軍
記
物
研
究
と
の
絡
み
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
安
居
院
流
の
著
述
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
精
力
的
に
調
査
研
究
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、

（4）

そ
の
全
貌
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
な
お
、
澄
憲
関
係
の
書
と
し
て
、
他
に
、
長
子
海
恵
僧
都
（
仁
和
寺
僧
）
の
手
に
な
る
『
筆
海
要
津
』
・

『
海
草
集
』
、
甥
の
解
脱
上
人
貞
慶
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
表
白
集
』
等
も
注
意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
他
、
天
台
宗
山
門
派
の
表
白
集
と
し
て
は
、
日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
一
帖
が
あ
り
、
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
鎌
倉
時

（5）

代
初
期
の
山
門
僧
が
編
纂
に
関
与
し
た
と
の
推
測
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
山
口
光
円
氏
『
草
案
集
』
も
前
半
部
に
表
白
文
を
複
数

篇
収
録
し
て
お
り
、
表
白
集
の
一
と
数
え
ら
れ
る
。

（6）

次
に
、
天
台
宗
寺
門
派
の
文
献
と
し
て
、
園
城
寺
流
唱
導
に
関
わ
る
三
千
院
他
蔵
『
拾
珠
抄
』
が
あ
る
。
園
城
寺
流
は
、
『
元
亨
繹
書
』
音

聾
志
に
拠
れ
ば
、
定
円
を
祖
と
し
、
鎌
倉
時
代
唱
導
の
二
大
流
派
と
し
て
安
居
院
流
と
併
称
さ
れ
る
が
、
安
居
院
流
の
文
献
に
比
し
て
調
査

が
進
ん
で
お
ら
ず
今
後
の
開
拓
の
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
真
言
宗
に
つ
い
て
見
る
と
、
築
島
裕
博
士
の
解
明
さ
れ
た
如
く
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
門
流
に
よ
る
表
白
集
の
編
纂
活
動
が
注
目
さ

（7）

れ
る
。
こ
れ
に
は
、
高
山
寺
本
『
表
白
集
』
や
醍
醐
寺
蔵
『
表
白
集
』
が
あ
る
。

（8）

ま
た
、
喜
多
院
御
室
・
守
覚
法
親
王
を
軸
と
す
る
仁
和
寺
御
流
の
活
動
も
大
き
な
流
れ
を
な
す
。
東
寺
観
智
院
他
蔵
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
、

（9）

金
沢
文
庫
保
管
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
、
ま
た
『
表
白
御
草
』
、
『
啓
白
諸
句
集
』
を
は
じ
め
と
し
て
大
規
模
な
類
緊
活
動
の
展
開
し
て
い
た

（10）

こ
と
が
、
近
時
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
。

、〓」

こ
の
他
、
南
都
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
東
大
寺
の
学
僧
宗
性
に
係
る
一
連
の
撰
述
書
が
知
ら
れ
る
。
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
啓
白

至
要
抄
』
、
同
『
承
明
門
院
御
忌
中
諸
僧
啓
白
指
示
抄
』
等
数
多
く
伝
存
し
て
い
る
。



（12）

さ
ら
に
、
栂
尾
高
山
寺
に
お
い
て
は
、
明
恵
上
人
の
草
を
集
成
し
た
『
表
白
四
種
』
、
ま
た
『
供
養
表
白
』
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
表
白
文
の
頬
衆
集
成
の
活
動
は
、
院
政
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
か
な
り
広
範
囲
に
か
つ
旺
盛
に
行
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
言
語
文
化
を
特
徴
づ
け
る
新
た
な
文
化
現
象
と
理
解
し
て
大
過
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
表
白
集
の
編
纂
活
動
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
宗
派
・
門
流
に
お
い
て
い
か
な
る
類
衆
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
か
の
実
態
解

明
に
は
依
然
不
明
の
点
多
く
、
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
地
道
に
、
古
寺
院
に
眠
っ
て
い
る
表
白
集
の
発
掘
調
査
を
重
ね
て
ゆ
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
度
、
築
島
裕
博
士
よ
り
原
本
を
借
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
親
し
く
調
査
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
御
尊
蔵
の
『
表
白
集
』
高
は
、
江

戸
時
代
中
期
の
書
写
な
が
ら
、
本
奥
書
に
自
軍
房
覚
印
の
名
が
見
え
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
う
す
る
十
二
世
紀
に
お
け
る

真
言
宗
教
団
の
、
新
た
な
表
白
集
編
纂
活
動
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
そ
の
書
誌
、
表
白
集
の
構
成
、
僧
伝
考

証
等
に
関
し
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
を
綜
合
し
、
ま
た
文
章
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
も
若
干
考
察
し
、
本
表
白
集
の
特
徴
と
お
ぼ
し
き
諸
点
に

つ
い
て
纏
め
て
報
告
し
ょ
う
と
思
う
。

l
「
築
島
裕
博
士
御
蔵
『
表
白
集
』
の
書
誌

本
文
献
は
、
先
述
の
如
く
、
築
島
裕
博
士
の
御
尊
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
示
し
て
お
く
。
書
写
は
、

江
戸
時
代
元
禄
頃
と
見
ら
れ
、
料
紙
は
楕
紙
、
装
丁
は
袋
綴
装
（
仮
綴
）
で
あ
る
。
印
記
無
く
、
縦
二
六
・
七
糎
、
横
二
〇
・
四
糎
で
、
無
界

八
行
、
一
行
二
十
字
程
度
を
記
す
。
墨
付
五
十
三
丁
、
隣
人
。

本
文
は
漢
文
で
ご
く
稀
に
片
仮
名
が
交
じ
る
。
漢
文
に
は
一
、
二
箇
所
の
朱
訂
が
あ
り
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
）
が
施
さ
れ
る
。

表
紙
は
橡
色
で
、
外
題
は
打
付
に
「
表
白
集
」
と
あ
り
、
内
題
も
「
表
白
集
」
と
あ
る
。
尾
題
は
無
い
。
表
紙
右
下
に
は
「
金
剛
珠
院
」

自
軍
居
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
三
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の
墨
書
あ
り
、
小
口
書
に
　
「
表
白
集
」
と
あ
る
。

奥
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〇
本
云
仁
平
二
年
三
月
十
一
日
　
覚
印
記
之

天
正
十
二
年
三
月
十
一
日
吉
之

法
印
亮
秀

（
別
筆
）
　
「
賛
暦
五
年
夏
六
月
十
九
日

権
律
師
其
（
但
シ
最
終
画
無
シ
）
」

書
写
の
年
代
に
つ
い
て
、
室
町
時
代
の
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
よ
り
は
紙
質
等
か
ら
推
し
て
下
る
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
江
戸
時

代
中
期
の
書
写
か
と
判
ぜ
ら
れ
る
（
築
島
博
士
の
覚
書
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
十
九
日
）
に
も
田
中
稔
氏
が
「
元
禄
頃
」
と
認
め
、
博
士
も
同
見
解
で

あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
法
印
亮
秀
は
未
勘
で
あ
る
が
、
『
俳
書
解
説
大
辞
典
』
第
十
巻
に
『
密
宗
次
第
散
華
法
則
』
一
軸
の
撰
者
と

し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
書
は
天
正
十
七
年
写
、
宝
菩
提
院
所
蔵
の
由
で
あ
り
時
期
的
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
あ
る
い
は
同
一
人
か

と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
別
筆
の
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
は
伝
領
奥
書
か
と
思
わ
れ
る
が
、
権
律
師
の
「
其
」
の
最
終
画
が
無
く
書
き
さ
し

て
あ
り
こ
れ
も
現
段
階
で
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
奥
書
に
見
え
る
「
覚
印
」
は
、
そ
の
本
奥
書
の
年
号
や
所
収
表
白
文
の
内
容
に
徴
し
て
自
軍
房
覚
印
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
判
ぜ
ら
れ

る
。

『
血
脈
類
集
記
』
第
六
に
拠
れ
ば
、
覚
印
は
、
下
野
守
平
師
季
（
一
に
「
季
房
」
の
伝
有
り
）
の
息
男
と
し
て
、
承
徳
元
（
一
〇
九
七
）
年
に

生
ま
れ
、
実
兄
平
等
房
法
印
権
少
僧
都
永
厳
（
一
〇
七
五
～
二
五
こ
の
弟
子
と
な
り
、
保
延
四
（
二
三
八
）
年
に
仁
和
寺
保
寿
院
に
て
伝

法
渾
頂
を
受
け
た
。
下
野
阿
闇
梨
自
記
房
と
称
し
、
長
寛
二
　
（
二
六
四
）
年
六
十
八
歳
で
寂
し
た
（
同
書
第
五
に
は
長
寛
四
年
寂
）
。
付
法
弟

子
に
は
常
喜
院
心
覚
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
覚
印
は
真
言
宗
廉
澤
流
を
承
け
、
永
厳
の
起
こ
し
た
保
寿
院
流
を
継
い
だ
学
侶
で
あ
る
が
、
ま



た
一
方
、
法
隆
寺
に
お
い
て
法
相
宗
を
も
兼
学
し
て
お
り
、
五
師
の
職
に
あ
っ
た
。
築
島
裕
博
士
は
、
こ
の
覚
印
の
伝
記
考
証
を
詳
細
に
行

い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
法
隆
寺
に
於
て
主
と
し
て
興
福
寺
の
伝
を
受
け
た
聖
教
類
を
多
数
書
写
・
加
点
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
訓
点
の
伝

（13）

流
を
解
明
さ
れ
た
。

本
稿
は
、
こ
れ
に
学
び
つ
つ
、
表
白
集
編
纂
活
動
に
お
け
る
自
軍
房
覚
印
の
位
置
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
『
表
白
集
』
の
構
成
及
び
所
収
表
白
の
表
現
形
式

こ
こ
で
本
書
の
構
成
を
示
し
、
そ
の
内
容
を
概
観
し
て
お
く
。

本
書
の
巻
頭
に
は
、
ま
ず
目
録
が
示
さ
れ
（
一
丁
オ
モ
テ
1
行
～
二
丁
オ
モ
テ
2
行
）
、
つ
い
で
都
合
六
十
三
篇
の
表
白
文
等
が
配
置
さ
れ
る
。

本
書
所
収
の
表
白
文
は
、

○
光
明
真
言
法

夫
滅
罪
生
善
之
法
頓
置
菩
提
之
道
元
レ
過
二
光
明
」
法
ぺ
方
今
周
遍
法
界
之
光
照
五
道
ノ
之
迷
闇
↓
能
施
」
元
畏
之
印
救
㌘
六
趣
塗
炭
づ
為
。
ト
虞

主
語
不
至
虞
為
シ
テ
人
ご
元
下
不
得
悉
地
づ
人
上
依
之
為
亡
者
得
道
議
令
修
此
」
法
づ
給
上
也
然
ハ
則
尊
霊
蒙
五
色
光
明
づ
破
五
道
流
」
樽
之
業
苦
ヲ

答
三
業
之
懇
志
一
l
福
三
尊
至
極
之
悌
果
　
敬
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
オ
1
～
八
オ
8
、
」
ハ
改
行
ヲ
示
ス
）

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
は
見
出
し
が
置
か
れ
、
本
文
が
引
載
さ
れ
る
。

以
下
に
は
、
そ
の
見
出
し
と
所
在
を
示
し
、
構
成
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
加
え
て
、
表
白
文
の
文
書
の
特
徴
は
、
冒
頭
・
末
尾
の
表
現

（
1
4
）
　
　
　
（
1
5
）

形
式
と
施
主
の
呼
称
に
顕
現
す
る
の
で
こ
れ
ら
を
調
査
し
、
併
せ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

右
掲
の
表
白
文
の
場
合
、
「
夫
」
と
発
語
の
辞
で
始
ま
り
、
「
敬
白
」
の
結
び
が
置
か
れ
る
も
の
と
整
理
さ
れ
る
。
こ
の
文
章
に
は
施
主
の

呼
称
は
見
え
な
い
　
（
次
の
表
で
は
×
で
示
す
）
。

自
軍
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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〔
表
〕
築
島
裕
博
士
御
蔵
『
表
白
集
』
の
構
成
及
び
所
収
表
白
の
表
現
形
式

11 01 9 8 7 6 5 4 3 2 1 見
大 随 法 光 薬 阿 繹 大 尊 金 備 出
併 求 中レu

Tィ 明 市自
HH

弥 迦 日 勝 輪 眼 し
頂 法

中
御
ミ
加
私
語

真
言
法

陀 如
来
中
御
室

中
ミ
ミ

中
御
室

九 九 てlヽノ 1＼ノ 七 ⊥ 五 五 四 ＝ ＝ 所
ウ 、ヮ ウ オ オ

ハ
ゥ ウ オ オ ‾ゥ ‾ォ

7 1 1 1 7 1 仁U 3 8 3 1
在

夫 此
陀

法
花

夫 薬
師

夫 夫 大
口

夫 ‾
字

夫 冒

羅
尼
者

万
茶
羅
者

如
来
者

如
来
者

頂
輪
王
者

頭

敬 祈 敬 敬 祈 祈 祈 祈 結 祈 祈 末

尾
白 句 白 自 句 句 句 句 句 句 句

× ×
弟

× ×
大 大 大

× ×
施 施

子 法
、

施
、

施 主 主
某 王 王 主

（御
願
）

の
呼
称



32 22 12 02 91 18 71 61 51 41 31
地 勢 不 准 口’ヵメ 十 馬 千 聖 虚 八

｛蔵 至

．

空 胆 意 一 頭 空 子
詞
索

輪
所
望

面
厄
病
祈

所
望

音 蔵 文
殊
中
御
ミ

ー 一 ー 一 】 一 一 一 ー 一 ー 一
⊥ 五 五 四 ＝ 二 二 一 ー 一 ○ ○
ハ
ゥ ウ オ ウ ‾ゥ ‾ォ ‾ォ ‾ゥ ‾ォ ウ ウ オ

1 4 1 1 7 7 1 2 2 4 00 8

Lru
止 方 夫 夫 夫 二 所 夫 夫 此 夫 普

菩
薩
者

今 以 ‾世
諸
彿
之
内

靡
円
満
之
旨

菩
薩
者

賢
延
命
者

祈 祈 中 祈 祈 祈 祈 祈 祈 祈 中 祈

句 句 途 句 句 句 句 句 句 句 途 句

大 大 大 施
× × ×

大 女 大
× ×施

主
法
主

施
主

主 施
主

大
施
主

施
主

自
認
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て

二
八
七
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二
八
八

23 13 03 92 82 72 62 52 42
、批 鳥 五不降軍大金 六 弥 文 普 LTIJ

愛
沙 蕃 大動三茶威剛 字 勤 殊 賢 雀 染

目」日一一
沙 尊世利徳夜 怨

家
祈

逆
修

明 王
天 摩

生
産
祈

叉 王

一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一‾五 ‾四 ＝ ＝ ‾○ 九 1＼ノ てlヽノ 七
オ ウ ウ オ オ ウ ウ オ オ
4 6 7 5 8 7 6 5 6

此 レし止 大
施
主
殿

降
三
世
明

日
来
間
御
鉢

大
施
主

金
剛
夜
叉

tレ・∪
止 彿 文 普 レし止 今

天 明 明 道 殊 賢 明
王 王 王

者
不
達

師
菩

菩
薩

王
者

下王不
与

明 薩
者

者

祈 祈 祈祈祈祈祈 中 祈 祈 祈 祈 祈
句 句 句句句句句 途 句 句 句 句 句

大 女 大大
×

施
×

大
× ×施 大 施××施× 主 法

主 施
主

主
殿
下

主 主



44 34 24 14 04 93 83 73 63 53 43 33

1＼ノ龍 忌 理 大 聖 童 骨 嘗 本 レし114 吉

大猛
椒

日
亜

趣
＿

黒 詞
、、

天
丑

子 利
底

年
星

命
星

斗 祥
天師

御
影
供

苦
薩

導
師
先
師

二
昧

天 迦
羅
天

供 経 氏
生
子
之
料

二 ー 一 ー 一 一 二 二 二 二 二 二
‾○ ‾九 ‾九 ‾八 ‾八 ‾八 七 七 六 六 六 五

ウ ウ オ ウ ウ オ ウ オ ウ
．

ウ オ ウ

3 8 5 7 2 3 5 7 7 2 1 3

A 夫 此 tレ・∪
止 簡 此 レし止 レし止 本 三 ‘レし止夫

以
「
＝口 天 天 吉 経 天 九 命 業 天

日
良
曜

典 女 曜
宿

星 至
誠

女

祈 祈 中 祈 祈 祈 祈 祈 祈 祈 祈 祈

句 句 途 句 句 句 句 句 句 句 句 句

×

弟
子

大
施
主

大
施
主
女
大
施
主

施
主

（大
願
）

×
大
施
主
子
息

× × ×

大
施
主

×

自
軍
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て

二
八
九
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25 15 05 94 84 74 64 54
龍善金ー不意弘蔓 逆 先 先 千 泥 塔 堂

茶 修 批 考 部 塔 婆 供 智元剛行空果法
羅 表 忌 遠 法 供 養 菩畏智大
供 白 ［口 忌 華

経
養 薩師

御
影
供

一一 ＝ 一一 ＝ 二 二 ＝ ＝
‾七 ‾七 ＝

ハ
‾六 ‾五 ‾五 ‾五 ‾四

オ オ ウ オ ウ オ オ オ
8 1 4 4 5 7 2 1

夫 夫 夫 夫 今 昔 ．レし．仲ル 夫 ヒ止しru
．1トルr

金此レし止大方
方 波 塔

、
以 菩三剛大三今

一 婆 三
乗 ′匿 浄蔵者
妙 大 飯
典 王 王

結 祈 祈 祈 祈 祈 祈 結 祈中祈中中祈祈
句 句 句 句 句 句 句 句 句途句途途句句

大
× × × × × ×

大 大口イ芥
っ

大
施 施 法××××尚法
主 主 主主



5
5
賓
筐
印
陀
羅
尼

5
6
俄
法
事
由

5
7
地
天
飢
姐
之
時
可
修

5
8
炎
魔
天

5
9
水
天
供

6
0
一
日
経
繹

6
1
上
下
句

些
二
礼
作
法
取
香
呂

心歴 立
居

之

四 四 四
＿

四 四
＿

四 四 四 四 三 三

四
ゥ

四
ォ

二
ゥ

二
ゥ ‾ォ

‾
ゥ

‾
ゥ

‾
ォ

○
ォ

九
ォ

九
ォ

4 3 4 5 6 7 1 2 8 8 3

ヒ止 此 夫 方 レ・∪
止 毎 夫

天 大
天

今 陀
羅
尼

年
恒
例

以

中 祈 敬 祈 祈 祈 祈
途 句 自 句 句 句 句

× × × ×
御
子
息
大
施
主

大
施
主

大
施
主

6
3
公
私
修
法
用
音

自
軍
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て

二
九
一
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こ
の
　
〔
表
〕
を
基
に
し
て
、
ま
ず
本
書
の
構
成
を
概
観
し
、
内
容
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
。

1
「
悌
眼
」
よ
り
、
5
9
「
水
天
供
」
ま
で
が
所
謂
表
白
文
と
認
め
ら
れ
る
諸
篇
で
あ
る
。
概
ね
1
「
備
眼
」
か
ら
4
2
「
理
些
二
昧
」
ま
で

は
諸
尊
法
に
用
い
る
表
白
文
を
置
き
、
4
3
「
忌
日
導
師
」
以
下
5
4
「
心
経
合
」
は
追
善
、
堂
塔
・
経
供
養
の
表
白
文
を
纏
め
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
つ
い
で
雑
部
と
で
も
称
す
べ
き
5
5
「
賢
筐
印
陀
羅
尼
」
、
5
6
「
俄
法
事
由
」
の
後
、
5
7
「
地
天
」
～
5
9
「
水
天
供
」
ま
で
天
部
の
表
白

文
が
続
く
。
6
0
「
一
日
経
繹
」
は
経
典
の
釈
義
を
明
か
し
、
6
1
「
上
下
旬
」
と
6
2
「
三
礼
作
法
」
と
は
表
白
文
の
冒
頭
に
仏
神
ま
た
天
菩
薩

等
を
列
挙
す
る
常
套
の
勧
請
句
の
例
を
示
す
。
最
後
の
6
3
「
公
私
修
法
用
意
歴
」
は
、
一
領
状
支
度
、
二
本
尊
護
摩
、
三
主
伴
念
詞
、
四
表

白
神
分
、
五
勧
請
礼
仏
、
六
初
後
加
持
、
七
塗
壇
荘
厳
、
八
結
願
巻
数
の
八
箇
条
を
掲
げ
、
修
法
用
意
の
要
点
を
箇
条
的
に
示
し
て
あ
る
。

諸
尊
毎
に
そ
の
修
法
に
用
い
る
表
白
文
を
類
果
し
た
も
の
と
し
て
、
室
町
時
代
文
明
頃
の
印
融
撰
『
諸
尊
表
白
集
』
が
著
名
で
あ
る
が
、

遡
っ
て
仁
和
寺
蔵
『
表
白
集
』
　
（
塔
四
三
函
1
号
）
二
冊
が
先
樵
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
書
は
、
奥
書
は
無
い
が
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
書
写

と
見
ら
れ
、
外
題
に
「
表
白
以
常
書
院
五
十
巻
抄
私
抄
之
」
と
あ
る
。
こ
の
「
常
喜
院
」
は
『
血
脈
類
集
記
』
第
六
に
参
議
平
実
親
息
、
元
は
成
蓮

房
阿
閣
梨
兼
意
濯
頂
弟
子
で
あ
っ
た
が
後
に
覚
印
阿
閣
梨
の
弟
子
と
な
り
、
常
喜
院
阿
閤
梨
と
号
し
た
と
あ
る
心
覚
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

心
覚
は
、
か
の
『
別
尊
雑
記
』
の
撰
者
で
あ
り
、
治
承
四
（
二
八
〇
）
年
六
月
二
十
四
日
に
寂
し
た
。
仁
和
寺
蔵
『
表
白
集
』
は
こ
の
心
覚

の
「
五
十
巻
抄
」
な
る
書
（
未
詳
、
『
密
宗
法
則
集
』
を
指
す
か
）
よ
り
「
私
」
に
抄
出
し
た
も
の
と
あ
る
。
心
覚
は
、
問
題
に
し
て
い
る
築
島

裕
博
士
御
蔵
『
表
白
集
』
本
奥
書
に
見
え
る
日
置
房
覚
印
の
弟
子
で
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
が
、
仁
和
寺
本
の
諸
尊
の
順

は
、
上
冊
が
不
動
、
大
威
徳
、
如
意
輪
、
聖
観
音
、
千
手
、
十
一
面
、
仏
眼
、
尊
勝
、
金
輪
、
大
仏
頂
、
北
斗
で
あ
り
、
下
冊
が
六
字
に
つ

い
で
普
賢
延
命
が
置
か
れ
る
。
前
掲
の
〔
表
〕
　
に
所
掲
の
如
く
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
本
文
献
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
本
文
献
で

は
悌
眼
、
金
輪
、
尊
勝
、
大
仏
頂
、
延
命
、
聖
観
音
、
千
手
、
十
一
面
、
如
意
輪
、
六
字
明
王
、
不
動
、
大
威
徳
、
北
斗
の
順
で
あ
っ
て
、

配
列
の
順
は
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
の
表
白
文
も
多
数
含
ま
れ
る
。
本
文
は
、
両
者
の
文
言
に
部
分
的
に
共
通
し
て
い
る
箇
所
を
指

摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
れ
は
同
一
修
法
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
た
め
結
果
的
に
そ
う
な
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、



全
体
と
し
て
は
多
く
表
せ
ず
、
別
の
作
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
仁
和
寺
本
と
の
直
接
の
関
連
は
認
め
が
た
い
。

次
に
、
4
4
「
八
大
師
御
影
供
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
文
献
の
場
合
、
八
大
師
の
順
は
、
龍
猛
菩
薩
－
龍
智
菩
薩
主
菜
畏
－
金
剛
智

l
行
－
不
空
1
恵
果
－
弘
法
大
師
で
あ
る
。
牧
野
和
夫
氏
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
巻
第
「
禾
第
六
話
「
一
行
阿
閣
梨
流
罪
事
」
と
真
言
祖

師
伝
と
の
連
関
に
注
目
さ
れ
、
こ
の
延
慶
本
平
家
に
見
え
る
八
祖
の
順
序
の
淵
源
が
廉
澤
伝
法
院
流
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ

（16れ
た
。
氏
に
拠
れ
ば
、
凡
そ
列
祖
の
配
置
順
は
、
五
類
に
分
か
れ
る
と
言
う
。
こ
の
う
ち
、
本
文
献
の
配
列
に
叢
も
近
い
の
は
第
三
類
（
龍
猛

ー
龍
智
1
金
剛
智
－
善
元
黄
土
行
－
不
空
－
恵
果
－
弘
法
）
で
あ
る
が
、
金
剛
智
と
善
元
畏
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
て
す
べ
て
が
合
致
す
る

も
の
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
新
た
に
一
類
を
設
定
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

最
後
の
∽
一
l
公
私
修
法
用
意
歴
」
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
施
主
へ
の
敬
称
を
列
挙
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
四
表
白
神
分
事
に
「
次
神
分

条
」
と
し
て
「
此
間
上
下
檀
越
施
主
稀
号
尤
大
切
。
仇
随
尋
及
注
之
。
尚
有
不
審
者
可
間
識
者
也
」
と
記
し
、

○
主
上
鵠
聖
王
讐
東
宮
讐
一
院
語
天
帖
院
等
天
皇
」
法
皇
禅
定
仙
院

女
院
女
院
陛
下
尼
女
院
禅
雲
院
」
中
宮
中
宮
殿
下
皇
后
官
幣
皇
太
后
皇
太
后
撃
」

太
皇
太
后
宮
大
后
撃
」
巳
上
女
院
巳
下
皇
后
生
王
子
ヲ
後
背
申
圃
母
殿
下
嗣
尋
」

王
孟
紙
幣
∵
王
子
蛋
藷
幣
斎
宮
斎
院
撃
姫
官
公
主
撃

姫
官
給
晶
時
内
翌
一
人
醐
剛
轡
」
自
余
大
臣
殿
下
乃
至
大
施
主
殿
下
（
四
八
オ
7
～
四
八
ウ
6
）

の
よ
う
に
列
挙
す
る
。
皇
族
及
び
大
臣
ク
ラ
ス
の
貴
族
を
施
主
と
す
る
修
法
を
行
う
際
の
留
意
事
項
と
し
て
、
表
白
・
神
分
を
宣
読
す
る
際

に
施
主
に
対
し
て
「
殿
下
」
を
添
え
た
り
、
唐
名
で
呼
称
し
た
り
し
て
敬
称
を
用
い
よ
と
の
指
示
は
、
中
世
以
降
制
作
さ
れ
る
表
白
文
指
南

書
の
類
に
散
見
す
る
。

〇
二
　
施
主
名
字
　
官
位
用
唐
名
不
及
姓
名
（
『
諷
詞
願
文
表
白
筆
鉢
』
）

○
次
表
白
…
信
心
大
施
主
殿
下
発
段
如
レ
此
法
師
ハ
可
云
大
法
主
孟
ヲ
ハ
可
云
大
法
主
禅
定
比
丘
尼
↓
（
叡
山
文
庫
・
真
如
蔵
本
『
澄
憲
作
文
大
体
』
）

日
置
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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九
四

（17）

本
文
献
は
こ
れ
を
遡
っ
て
、
院
政
期
に
お
い
て
貴
族
社
会
の
中
で
密
教
修
法
が
隆
盛
を
極
め
壮
大
化
す
る
時
代
背
景
の
下
、
導
師
を
勤
め

る
僧
侶
側
の
配
慮
・
工
夫
が
具
体
的
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
本
文
献
所
収
の
表
白
文
に
つ
い
て
も
施
主
の
呼
称
に
は
敬
称
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
後
に
触
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
文
献
所
収
の
衷
白
文
を
通
覧
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
具
体
的
な
法
会
の
現
場
か
ら
離
れ
て
一
般
化
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、

汎
用
性
を
有
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
通
常
、
法
会
の
場
で
使
用
さ
れ
た
表
白
文
に
は
、
施
主
の
身
分
や
寺
院
名
、
年

月
等
そ
の
現
場
に
関
す
る
記
事
が
存
す
る
。
し
か
る
に
、
本
文
献
所
収
の
諸
篇
に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
模
範
文
例
集
の
如
き
性
格
を

有
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
文
献
所
収
表
白
文
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
〔
表
〕
　
に
基
づ
き
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
、
冒
頭
の
形
式
は
、
お
お
よ
そ
次
の
三

つ
の
型
に
分
け
ら
れ
る
。

A
類
＝
「
夫
」
「
夫
以
」
等
の
発
句
か
ら
は
じ
ま
る
型
…
2
9
例

（18）

こ
れ
は
、
『
作
文
大
体
』
等
に
言
う
「
発
句
」
を
冒
頭
に
冠
す
る
も
の
で
、
「
夫
」
、
「
夫
以
」
、
「
方
今
」
で
書
き
起
こ
さ
れ
る
。

ト
ク

①
夫
、
繹
迦
如
来
者
、
三
界
特
尊
四
生
ノ
父
母
也
（
5
釈
迦
）

②
夫
以
、
違
信
力
づ
者
、
必
蒙
冥
助
づ
如
影
ノ
不
離
形
て
致
念
願
づ
者
、
定
テ
垂
護
持
づ
似
響
ノ
應
聾
三
（
2
1
不
空
踊
索
）

③
方
今
、
勢
至
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
之
右
方
大
士
、
蓮
花
部
中
之
聖
尊
也
（
2
2
勢
至
）

B
類
＝
「
…
者
」
の
よ
う
に
本
尊
等
の
捏
題
を
示
す
型
…
3
4
例

こ
れ
は
、
当
該
表
白
文
の
本
尊
等
を
提
示
し
、
「
A
者
B
也
」
と
し
て
書
き
起
こ
す
型
で
、
④
の
よ
う
に
当
該
修
法
の
本
尊
（
こ
の
場
合
「
大

日
如
来
」
）
を
そ
の
ま
ま
示
す
塾
と
⑤
の
よ
う
に
「
此
」
と
示
す
型
が
存
す
る
。
本
書
所
収
の
表
白
文
の
凡
そ
半
分
は
こ
の
型
で
あ
る
。

④
大
日
如
来
者
、
三
界
諸
悌
本
地
之
備
身
、
一
切
菩
薩
所
蹄
之
極
果
也
（
4
大
日
如
来
）

⑤
此
菩
薩
者
、
十
地
究
責
ノ
大
士
、
福
智
二
厳
ノ
菩
薩
也
（
1
4
虚
空
蔵
）



C
類
＝
右
以
外
の
型
…
7
例

こ
れ
は
右
の
A
・
B
ど
ち
ら
に
も
該
当
し
な
い
事
例
で
、
⑥
の
よ
う
な
漫
句
や
⑦
の
如
く
対
句
か
ら
い
き
な
り
本
文
に
入
る
型
で
あ
る
。

⑥
所
願
囲
満
之
旨
、
馬
頭
観
音
ノ
本
誓
、
是
レ
勝
給
ヘ
リ
（
1
7
馬
頭
）

⑦
三
業
至
誠
↓
、
六
情
専
琴
、
圏
檜
シ
テ
北
斗
七
星
諸
宿
曜
像
づ
、
致
七
箇
日
之
斎
荘
曇
御
セ
リ
（
3
4
北
斗
）

末
尾
の
形
式
は
、

D
類
＝
「
敬
白
」
で
結
ぶ
畢
：
4
例

ま
ず
「
敬
白
」
で
結
ぶ
形
式
が
見
え
る
。
後
世
、
表
白
文
の
結
び
は
こ
の
型
で
定
着
す
る
。

⑧
然
ハ
則
、
尊
璧
墾
五
色
光
明
て
破
五
道
流
樽
之
業
苦
ヲ
、
答
三
業
之
璽
心
1
㌧
、
得
三
尊
至
極
之
彿
果
、
敬
白
（
8
光
明
真
言
法
）

E
類
＝
結
句
で
結
ぶ
撃
：
3
例（19）

次
に
、
『
諷
請
願
文
表
白
筆
鉢
』
等
に
、

〇
十
五
　
結
句
　
雄
二
旨
趣
多
義
二
三
宝
境
界
等
有
也

と
す
る
「
結
句
」
に
該
当
す
る
も
の
で
結
ぶ
形
式
が
あ
る
。

テ
イ

⑨
事
趣
キ
錐
多
」
大
底
如
シ
此
、
具
ナ
″
旨
三
賓
照
見
給
玉
覧
ラ
ン
（
3
尊
勝
）

⑩
今
日
必
令
囲
満
給
へ
、
不
能
委
細
（
4
5
堂
供
養
）

⑪
御
麒
可
令
囲
満
給
者
也
、
不
能
委
曲
（
誓
要
余
羅
供
）

F
煩
＝
祈
句
で
結
ぶ
型
…
5
5
例

同
じ
く
『
諷
諦
願
文
表
自
筆
鉢
』
等
に
、
「
祈
句
」
と
し
て
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
祈
願
・
廻
向
を
旨
と
し
た
句
で
結
ぶ
形
式
が
あ
る
。
所
収

表
白
文
の
大
半
が
こ
の
型
で
あ
り
、
七
八
・
六
％
を
占
め
る
。

⑫
仰
乞
、
悌
眼
悌
母
垂
知
見
澄
明
て
施
主
御
願
令
成
就
給
へ
（
1
彿
限
）

自
筆
居
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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⑬
仰
願
ハ
一
代
教
主
樺
迦
如
来
大
施
主
現
富
二
世
ノ
悉
地
必
令
園
満
給
へ
　
（
5
釈
迦
）

G
類
＝
明
ら
か
に
中
途
で
切
れ
て
い
る
型
…
8
例

⑭
是
故
、
七
箇
日
之
間
、
致
信
心
一
懇
念
ヲ
運
テ
供
養
恭
敬
御
者
也
、
然
則
（
2
1
不
空
清
索
）

⑮
富
来
五
彿
ノ
果
、
何
疑
得
哉
、
仰
願
（
4
2
理
趣
三
昧
）

以
上
、
本
表
白
集
所
収
の
作
は
、
右
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
　
〔
表
〕
　
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
本
文
献
の
6
1
・
6
2
の
挙
例
が
示
す

よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
表
白
文
に
は
冒
頭
に
勧
請
句
が
置
か
れ
る
形
式
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
型
が
見
え
な
い
こ
と
は
不
審
で
あ

る
。
ま
た
、
末
尾
の
形
式
G
類
の
よ
う
な
中
途
で
文
章
が
切
れ
る
作
の
存
在
、
ま
た
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
他
の
写
本
と
の
比
較
に
よ
り
、

本
表
白
集
に
収
録
さ
れ
た
作
の
多
く
は
修
法
の
現
場
で
宣
読
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
で
は
無
く
、
常
套
の
冒
頭
・
末
尾
の
部
分
を
省
略
し
た
も
の

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
但
し
、
現
場
の
形
を
残
し
て
い
る
事
例
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
る
限
り
、
従
来
説
か
れ
て

（20）

い
る
院
政
時
代
の
様
式
と
は
矛
盾
し
な
い
。

最
後
に
、
施
主
の
呼
称
に
つ
い
て
見
る
。
先
述
の
如
く
、
表
白
文
で
は
施
主
に
対
し
て
敬
称
を
用
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
実
際
、

本
書
所
収
の
表
白
文
で
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
「
大
施
主
」
「
女
大
施
主
」
「
大
法
主
」
「
御
子
息
大
施
主
」
「
大
施
主
殿
下
」
等
の
敬
称

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
文
献
の
構
成
と
内
容
に
関
す
る
所
見
を
述
べ
、
表
現
形
式
に
つ
い
て
整
理
し
特
徴
と
思
し
い
点
の
記
述
を
試
み
た
。

四
、
中
御
室
と
自
記
房
覚
印

こ
こ
で
、
本
表
白
集
の
作
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
場
合
の
「
作
者
」
と
は
、
個
々
の
所
収
表
白
文
の
作
者
の
意
と
、
集
と
し

て
の
作
者
（
編
者
）
　
の
意
と
の
二
通
り
を
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

編
者
を
考
え
る
に
、
ま
ず
本
奥
書
の
記
載
に
注
目
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
「
覚
印
」
は
日
置
房
覚
印
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
自
署



房
覚
印
を
め
ぐ
る
こ
の
奥
書
に
関
連
す
る
記
事
を
他
書
に
求
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
も
の
が
注
意
さ
れ
る
。

○
石
山
寺
深
密
蔵
『
修
法
用
心
』
　
（
第
四
函
8
号
）

（
内
題
）
公
私
修
法
用
心
暦

（
共
紙
表
紙
外
題
）
修
法
用
心
一
僻
法
要
記
本
命
供
次
第

（
「
公
私
修
法
用
心
暦
」
本
奥
書
）
以
前
条
々
更
非
練
習
識
者
之
要
」
事
偏
烏
未
練
同
法
等
記
之
有
」
要
事
有
僻
事
者
門
弟
任
意
」
可
直
之
入

之
」
仁
平
ニ
ー
三
月
十
一
日
　
璧
印
記
之
」

（
包
紙
）
「
自
軍
房
党
印
阿
闇
梨
作
　
文
師
手
跡
」

原
本
の
調
査
に
よ
っ
て
、
本
表
白
集
の
巻
末
に
6
3
「
公
私
修
法
用
意
歴
」
と
あ
り
覚
印
の
書
と
し
て
『
密
教
大
辞
典
』
に
挙
が
っ
て
い
る

も
の
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
公
私
修
法
用
心
暦
」
本
奥
書
が
本
表
白
集
の
本
奥
書
と
年
月
日
も
含
め
て
全
く

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
果
た
し
て
本
表
白
集
の
本
奥
書
は
全
体
に
か
か
る
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
直
前

の
6
3
「
公
私
修
法
用
意
歴
」
の
み
の
奥
書
と
見
る
べ
き
か
と
も
疑
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（21）

か
つ
て
仁
和
寺
蔵
の
表
白
文
に
つ
い
て
若
干
の
調
査
報
告
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
の
次
の
表
白
文
が
注
意
さ
れ
る
。

○
仁
和
寺
蔵
『
一
字
表
白
』
一
週
（
塔
四
三
函
1
4
号
）
室
町
時
代
永
享
十
年
写
、
仲
盛
筆

○
仁
和
寺
蔵
『
金
輪
表
白
』
一
通
（
塔
四
三
函
誓
言
室
町
時
代
応
永
十
四
年
写

○
仁
和
寺
蔵
『
薬
師
表
白
』
一
遇
（
塔
四
三
函
建
ち
）
室
町
時
代
文
安
二
年
写
、
仲
盛
筆

『
金
輪
表
白
』
も
『
一
字
表
白
』
も
本
文
は
同
一
で
あ
り
、
『
金
輪
表
白
』
の
本
文
「
一
字
頂
輪
王
者
⊥
の
右
肩
に
「
中
御
室
御
作
」
と

記
す
。
こ
の
二
第
と
や
は
り
本
表
白
集
の
、
題
目
下
に
「
中
御
室
」
と
注
記
す
る
2
「
金
輪
」
の
本
文
を
比
べ
て
見
る
と
、
仁
和
寺
蔵
の
二

篇
は
冒
頭
に
「
謹
敬
真
言
教
主
三
世
常
住
浄
妙
法
身
摩
討
毘
慮
舎
那
如
来
金
剛
界
合
三
十
七
尊
九
合
万
茶
羅
諸
尊
聖
衆
井
大
悲
胎
蔵
悲
生
万

茶
羅
十
三
大
会
諸
尊
聖
衆
外
金
剛
部
護
法
天
等
殊
一
字
金
輪
樽
輪
王
（
右
傍
「
遍
照
尊
」
）
八
大
悌
頂
諸
樽
輪
王
惣
悌
眼
所
照
恒
沙
塵
数
秘
密
一
切
三

自
認
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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二
九
八

賓
境
界
毎
驚
白
言
」
の
常
套
的
な
勧
請
句
が
置
か
れ
省
略
せ
ず
に
引
載
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
右
肩
に
「
中
御
室
御
作
」
と
注
記
の

あ
る
「
二
子
頂
輪
王
者
」
以
下
の
本
文
は
、
本
表
白
集
2
の
「
金
輪
」
と
全
同
で
あ
る
。
ま
た
仁
和
寺
蔵
『
一
字
表
白
』
の
方
に
は
「
仁
平

二
年
三
月
十
一
日
　
覚
印
記
之
」
の
本
奥
書
が
あ
り
、
本
表
白
集
巻
末
の
そ
れ
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
の
『
薬
師
表
白
』
も
、
冒
頭
に
「
謹
敬
真
言
教
主
三
世
常
住
浄
妙
法
身
摩
討
毘
塵
舎
邦
如
来
金
剛
界
合
三
十
七
尊
九
合
万
茶

羅
諸
尊
聖
衆
井
大
悲
胎
蔵
悲
生
万
茶
羅
十
三
大
会
諸
尊
聖
衆
外
金
剛
部
護
法
天
等
殊
十
二
上
願
撃
王
善
逝
日
光
月
光
十
二
神
将
等
惣
悌
眼
所

照
恒
沙
塵
数
秘
密
一
切
三
賢
境
界
毎
驚
白
吉
」
の
常
套
的
な
勧
請
句
（
先
の
『
一
字
表
白
』
「
二
子
金
輪
樽
輪
王
八
大
彿
頂
諸
韓
輪
王
」
で
あ

る
箇
所
が
本
表
白
で
は
「
十
二
上
願
腎
王
善
逝
日
光
月
光
十
二
神
将
等
」
で
あ
っ
て
、
他
は
同
一
の
文
）
が
置
か
れ
、
結
び
に
「
敬
白
」
を

具
有
す
る
が
、
本
文
自
体
は
本
書
7
「
薬
師
」
と
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仁
和
寺
蔵
『
薬
師
表
白
』
に
も
「
仁
平
二
年

三
月
十
一
日
　
覚
印
記
之
」
　
の
本
奥
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
仁
和
寺
蔵
の
表
白
文
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
本
表
白
集
2
「
金
輪
」
が
中
御
室
を
作
者
と
し
、
日
置
房
覚
印
が
そ
れ
を
「
仁
平

二
年
三
月
十
一
日
」
に
記
し
た
こ
と
、
同
7
「
薬
師
」
も
同
じ
覚
印
が
同
年
月
日
に
記
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
問
題
の
本
奥
書
は
直
前
の
6
3
「
公
私
修
法
用
意
歴
」
の
み
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、
や
は
り
全
体
の
奥
書
と
見
る
こ

と
が
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
仁
平
二
年
三
月
十
一
日
に
覚
印
が
こ
の
2
・
7
・
6
3
を
は
じ
め
、
本
表
白
集
所
収
の

諸
篇
を
纏
め
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
所
収
表
白
文
の
題
目
下
の
「
中
御
室
」
の
注
記
は
当
該
表
白
の
作
者
と
見
て
よ
く
、
1
・

2
・
4
・
9
・
1
3
の
諸
筈
は
中
御
室
・
覚
行
法
親
王
の
作
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
9
の
標
題
は
「
法
花
法
中
御
室
加
私
語
」
と
あ

り
、
中
御
室
の
作
に
「
私
語
」
を
加
筆
し
た
も
の
と
あ
る
。
こ
の
「
私
」
及
び
作
者
注
記
の
無
い
も
の
は
、
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
先

掲
の
複
数
の
表
白
文
に
見
ら
れ
る
奥
書
の
同
一
性
に
照
ら
し
て
日
置
房
覚
印
の
自
作
と
見
て
大
過
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
表

白
集
は
、
自
軍
房
覚
印
が
自
作
の
表
白
文
を
基
と
し
つ
つ
、
中
御
室
・
覚
行
法
親
王
の
作
に
よ
り
補
っ
て
一
書
と
し
て
編
み
、
仁
平
二
年
（
一

一
五
二
）
三
月
十
一
日
に
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
本
表
白
集
は
、
か
の
勧
修
寺
流
の
寛
信
法
務
圏
に
係
る
表
白



文
の
集
成
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
う
し
て
編
纂
さ
れ
た
書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
記
の
無
い
作
が
す
べ
て
覚
印
の
自
作
で
あ
る
と
す
る
こ
と
の
証
明
は
、
本
書
所
収
の
表
白
文
が
、
先
述
の
通
り
、
法
会
の
現
場
か
ら
遊

離
し
具
体
的
な
人
物
や
年
月
を
消
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
考
証
を
拒
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
現
段
階
で
は
困
難
を
極
め
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
お
注
意
し
て
観
察
し
て
み
る
と
、
n
「
不
空
罷
索
」
の
文
中
に
は
「
興
福
寺
南
国
ノ
塞
像
ハ
調
伏
怨
家
ノ
之
本
尊
也
、
弘

法
大
師
安
二
置
此
像
求
納
伽
藍
ノ
中
蕗
也
」
と
あ
る
の
に
気
付
く
。

（22）

築
島
裕
博
士
の
御
論
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
日
置
房
覚
印
は
真
言
宗
の
法
水
を
汲
み
な
が
ら
併
せ
て
法
隆
寺
に
お
い
て
多
数
の
聖
教
類
を
書

写
、
加
点
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
興
福
寺
の
伝
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
に
「
興
福
寺
」
と
「
弘
法
大
師
」
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
は
こ

の
表
白
文
が
覚
印
の
作
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。

自
讃
房
覚
印
に
つ
い
て
は
、
こ
の
築
島
博
士
の
御
論
に
詳
し
く
、
新
た
に
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
特
に
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
中
御
室
（
一
〇
七
五
～
一
二
U
四
）
は
、
法
親
王
制
の
初
例
と
し
て
御
流
史
上
注
目
さ
れ
る
。
白
河
天
皇
は
、
性
信
の
許
に
第
三
皇

子
＝
覚
行
（
初
め
覚
念
）
を
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
に
入
室
さ
せ
、
応
徳
二
年
性
信
入
滅
直
前
に
出
家
を
遂
げ
さ
せ
る
。
性
信
入
滅
後
た
だ

ち
に
仁
和
寺
寺
務
に
補
さ
れ
、
寛
治
六
年
（
二
U
九
二
）
に
寛
意
よ
り
濯
頂
を
授
か
り
、
結
線
濯
頂
大
阿
闇
梨
を
経
て
、
円
宗
寺
・
法
勝
寺
な

ど
院
の
御
願
寺
の
検
校
に
補
任
さ
れ
た
後
、
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
に
親
王
宣
下
を
受
け
る
。
師
通
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま
で
（
『
今
鏡
』

第
八
）
白
河
院
が
皇
子
・
覚
行
法
親
王
を
も
っ
て
目
指
し
た
も
の
は
、
東
密
真
言
宗
を
統
率
し
、
山
門
や
南
都
に
対
抗
す
る
宗
教
権
門
を
支
配

（23）

下
に
形
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
御
室
は
、
し
か
し
な
が
ら
長
治
元
年
（
＝
〇
四
）
に
寿
三
十
一
で
早
逝
す
る
（
『
血
脈
類
集
記
』
第

四
、
『
御
室
相
承
記
』
等
）
。

中
御
室
の
実
際
活
動
し
得
た
期
間
は
必
ず
し
も
長
く
は
な
か
っ
た
が
、
今
日
多
く
の
表
白
文
を
伝
え
て
い
て
、
十
二
世
紀
初
頭
の
表
白
文

作
者
と
し
て
も
代
表
的
地
位
に
あ
っ
た
。
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
に
は
巻
第
三
「
観
音
院
濯
頂
大
阿
闇
梨
嘆
徳
返
答
」
、
巻
第
四
「
鳥
羽
置
金

剛
院
供
養
表
白
」
の
二
篇
が
収
録
さ
れ
、
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
に
は
、
実
に
四
十
四
篇
も
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
本
文
献
も
そ
う

自
認
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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三
〇
〇

で
あ
る
が
、
中
御
室
の
作
は
概
し
て
巻
頭
部
分
に
配
置
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
て
い
た
ふ
L
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』

の
巻
第
七
塔
供
養
3
「
白
河
院
七
宝
御
塔
井
泥
塔
供
養
表
白
」
、
5
「
白
河
院
泥
塔
供
養
表
白
」
以
下
、
「
白
河
院
」
を
冠
す
る
表
白
文
が
計

十
篇
も
存
し
、
短
い
生
涯
に
あ
っ
て
旺
盛
な
表
白
文
の
製
作
を
通
し
て
、
白
河
院
を
背
景
と
す
る
中
御
室
の
、
「
法
親
王
」
と
し
て
与
え
ら
れ

た
使
命
が
自
ず
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
な
お
、
巻
第
十
九
2
7
「
大
師
御
影
供
養
表
白
」
や
巻
第
二
十
二
「
白
河
院
願
書
表
白
」
の
如
く
、

本
文
献
4
4
・
5
3
と
同
一
の
題
を
有
す
る
も
の
も
存
し
そ
の
関
連
が
注
意
さ
れ
る
が
、
本
文
は
別
で
あ
り
、
や
は
り
注
記
の
付
さ
れ
な
い
作
は

少
な
く
と
も
中
御
室
の
作
と
は
認
め
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
署
房
覚
印
は
次
の
血
脈
に
示
す
よ
う
に
、
廉
澤
の
法
水
を
汲
み
、
中
御
室
に
や
や
遅
れ
て
誕
生
し
、
仰
ぐ
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
『
表
白
集
』
巻
頭
近
く
に
「
中
御
室
」
作
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
覚
印
が
、
彼
の
作
を
尊
重
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

寛
朝

済
信
　
－
　
性
信
（
大
御
室
）

‡
覚
行
（
中
御
室
）

兼
意

永
厳
　
－
　
自
署
房
覚
印

心
覚

〔
血
脈
類
集
記
等
〕

五
、
む
　
す
　
び

以
上
、
築
島
裕
博
士
御
蔵
『
表
白
集
』
一
冊
に
基
づ
き
、
十
二
世
紀
中
頃
に
お
け
る
表
白
集
編
纂
活
動
の
一
を
観
察
し
た
。
本
書
を
通
し

て
、
真
言
宗
勧
修
寺
の
寛
信
法
務
門
流
と
は
別
に
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
自
認
房
覚
印
も
表
白
文
の
製
作
を
行
い
、
表
白
集
の
編
纂
を
行
っ
た



の
で
は
な
い
か
と
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
や
や
下
っ
て
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
守
覚
法
親
王
を
軸
に
御
流
の
儀
礼
テ
キ
ス
ト
は
一
大
集
成
を
結
晶
さ

せ
、
実
に
大
規
模
な
類
衆
活
動
が
展
開
す
る
。
精
粋
た
る
表
白
文
を
主
軸
と
す
る
儀
礼
に
関
す
る
諸
文
献
の
蒐
集
・
整
理
に
は
、
守
覚
法
親

王
を
は
じ
め
歴
代
の
御
室
の
作
、
さ
ら
に
は
古
今
・
他
宗
派
に
及
ぶ
僧
侶
、
ま
た
学
者
文
人
の
作
品
を
も
貪
欲
に
吸
収
し
っ
つ
そ
の
体
系
の

中
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
。
寛
信
法
務
の
表
白
文
も
こ
れ
に
包
摂
せ
ら
れ
、
中
御
室
の
作
も
こ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
守
覚
法
親
王
の
実
に
壮
大
で
網
羅
的
と
映
る
類
衆
活
動
の
中
に
、
自
署
房
覚
印
の
作
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
今
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
そ
の
巨
大
な
類
衆
作
業
の
圏
外
に
あ
っ
て
埋
も
れ
な
ん
と
し
た
、
自
軍
房
覚
印
の
表
白

文
の
製
作
と
類
衆
の
活
動
は
、
表
白
集
編
纂
活
動
の
先
樅
の
一
と
し
て
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
所
収
の
表
白
文
等
の
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
も
、
注
意
す
べ
き
点
少
な
し
と
し
な
い
が
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1

（
2

小
峯
和
明
「
院
政
期
文
学
史
の
構
想
」
　
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
5
3
－
3
、
昭
和
6
3
・
3
）

山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
－
作
文
集
を
中
心
と
し
て
－
」
（
『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
』
特
輯
第
六
篇
・
国
語
国
文
学
、
昭
和
1
7
・
1
1
）

同
「
海
恵
僧
都
と
海
草
集
」
　
（
橋
本
進
吉
博
士
還
暦
記
念
会
『
国
語
学
論
集
』
、
昭
和
1
9
・
1
0
）

和
多
昭
夫
「
釈
迦
文
院
本
澄
憲
『
表
白
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
仏
教
文
学
研
究
』
3
、
昭
和
4
0
・
4
）

永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
（
角
川
書
店
、
昭
和
4
7
）

（
3
）
　
後
藤
丹
治
「
平
家
物
語
出
典
の
研
究
（
三
）
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
6
】
5
、
昭
和
4
・
5
）

武
久
堅
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
表
白
句
・
願
文
に
つ
い
て
－
読
み
本
系
諸
本
の
成
立
過
程
－
」
（
『
広
島
女
学
院
大
学
論
集
』
墾
昭
和
5
3
・
誓

（
4
）
　
小
峯
和
明
・
山
崎
誠
「
安
居
院
唱
導
資
料
纂
輯
」
「
安
居
院
唱
導
資
料
纂
輯
（
二
）
～
（
六
）
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
『
調
査
研
究
報
告
』

1

2

～

1

7

、

平

成

3

・

3

～

平

成

8

・

3

）

日
置
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
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拙
稿
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
学
致
』
一
四
九
、
平
成
8
・
3
）

山
崎
誠
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
Ⅵ
唱
導
文
学
と
漢
文
学
「
三
井
寺
流
唱
導
遺
響
－
拾
珠
抄
を
蓮
っ
て
－
」
（
和
泉
書
院
、
平
成
5
）

築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
『
高
山
寺
古
往
来
　
表
白
集
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
4
7
）

同
「
醍
醐
寺
本
表
白
集
に
つ
い
て
」
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
6
、
昭
和
竺

（
8
）
　
拙
稿
「
京
都
女
子
大
学
蔵
表
白
集
解
説
並
ど
こ
影
印
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
0
、
昭
和
6
2
・
5
）

牧
野
和
夫
「
鎌
倉
初
・
前
期
成
立
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
伝
本
の
基
礎
的
調
査
と
そ
の
周
辺
Ⅲ
・
類
衆
と
い
う
こ
と
」
（
『
実
践
国
文
学
』
輿
平

成
元
・
3
）

同
「
『
〔
本
朝
〕
文
集
』
編
纂
資
料
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
実
践
国
文
学
』
輿
平
成
元
・
1
0
）

同
「
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
三
種
　
影
印
（
一
）
」
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
9
、
平
成
2
・
3
）

（
9
）
　
小
峯
和
明
「
金
沢
文
庫
蔵
・
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
平
成
4
・
6
・
1
国
文
学
研
究
資
料
館
（
共
同
研
究
）
口
頭
発
表
）

牧
野
和
夫
「
仲
範
撰
述
の
一
書
『
持
犯
要
記
俗
書
勘
文
抄
』
－
紹
介
と
翻
印
、
附
二
十
二
巻
本
表
白
集
』
日
録
壷
等
－
」
（
『
実
践
国
文
学
』
輿
平
成

4
・
9
）

拙
稿
「
金
沢
文
庫
蔵
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
所
収
表
白
文
の
文
体
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
堕
平
成
7
・
8
）

（
1
0
）
　
仁
和
寺
紺
表
紙
小
双
紙
研
究
全
編
『
守
覚
法
親
王
の
儀
礼
世
界
－
仁
和
寺
蔵
相
表
紙
小
双
紙
の
研
究
－
』
（
勉
誠
社
、
平
成
7
）

阿
部
泰
郎
・
山
崎
誠
編
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究
』
　
（
勉
誠
社
、
平
成
1
0
）

（
1
1
）
　
石
井
行
雄
「
中
世
唱
導
余
響
－
唱
導
資
料
と
し
て
の
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
承
明
門
院
御
忌
中
諸
僧
啓
白
指
示
抄
』
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
輿
平

成
元
・
6
）

（
ほ
）
　
拙
稿
「
高
山
寺
蔵
『
表
白
四
種
梅
尾
』
に
つ
い
て
－
考
察
と
翻
字
－
」
（
『
平
成
六
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
、
平
成

7
・
3
）

同
「
高
山
寺
蔵
『
供
養
表
白
』
に
つ
い
て
－
考
察
と
型
子
－
」
（
『
平
成
七
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
、
平
成
8
・
3
）

（
琶
　
築
島
裕
「
自
讃
房
覚
印
の
訓
点
に
つ
い
て
」
（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
2
『
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
、
昭
和
6
1
・
9
）

（
1
4
）
　
峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
別
巻
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
竺
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拙
稿
「
表
白
・
願
文
の
用
語
選
択
－
金
沢
文
庫
本
言
泉
柴
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
興
平
成
1
1
・
3
）

牧
野
和
夫
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
と
真
言
祖
師
伝
－
伝
持
八
祖
の
順
に
つ
い
て
ー
」
（
『
軍
記
物
語
の
生
成
と
表
現
』
和
泉
書
院
、
平
成
7
）

速
水
侍
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
5
0
）

「
発
句
」
、
「
漫
句
」
の
呼
称
は
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
詩
文
残
篇
』
）
に
従
う
。

大
曽
根
章
介
「
『
諷
詞
願
文
表
白
筆
鉢
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
翼
昭
和
響
3
＝
他
、
叡
山
文
庫
・
真
如
蔵
『
作
文
言
詞

集
』
　
に
も
同
塵
の
記
事
あ
り
）

注
（
1
4
）
文
献
。

拙
稿
「
仁
和
寺
経
蔵
の
表
白
文
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
堕
平
成
5
・
5
）

注
（
1
3
）
文
献
。

注
（
1
0
）
文
献
。

横
内
裕
人
「
仁
和
寺
御
室
考
」
（
『
史
林
』
窄
4
、
平
成
8
・
7
）

〔
附
記
〕
貴
重
な
御
蔵
の
表
白
集
を
貸
与
下
さ
り
、
そ
の
原
本
調
査
と
論
文
公
表
と
を
快
く
お
許
し
下
さ
っ
た
築
島
裕
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

自
軍
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て




